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第 2 回 九州大学 組合せ数学セミナー1

下記のようにセミナーを開催しますので, ご案内申し上げます。

世話人: 溝口 佳寛（九大 IMI） 谷口 哲至（松江高専）
島袋 修（崇城大学） 三枝崎 剛（大分高専）

アドバイザー : 坂内 英一（上海交通大学/九大数理）

記

日時: 2012年 7月 14日 (土)　 13:00–18:00

場所: 九州大学西新プラザ 大講義室A(2F) （福岡市早良区西新 2-16-23）
URL: http://comb.math.kyushu-u.ac.jp/

プログラム

12:55 – 13:00 開会宣言 （谷口 哲至）

13:00 – 13:45 生田 卓也 （神戸学院大）
The Nomura algebra of some type II matrices

13:50 – 14:35 松下 昂平 （九大数理）
変換行列による補間で作成されたアニメーションの特徴づけについて

(On characterization of the animation created by interpolation used a transform matrix)

14:40 – 15:25 野口 健太 （慶応大）
グラフの最小種数埋め込みとその性質
(Minimum genus embeddings of graphs and their characteristics)

15:35 – 16:25 城本 啓介 （熊本大）
有限環上の符号とマトロイド
(Codes over rings and matroids)

16:30 – 17:20 鍛冶 静雄 （山口大）
An invitation to Schubert calculus

17:20 – 17:25 総括 （坂内 英一）

18:30 – 懇親会

1 このセミナーは, 九州大学 大学院数理学研究院 / マス・フォア・インダストリ研究所 グローバルCOE
プログラム「マス・フォア・インダストリ研究教育拠点」の支援を受けて開催されます。

http://www.kyushu-u.ac.jp/university/institution-use/nishijin/index.htm
http://comb.math.kyushu-u.ac.jp/
http://gcoe-mi.jp/


Abstract

生田 卓也（神戸学院大学）
タイトル: The Nomura algebra of some type II matrices

概要: type II 行列から野村代数を定義できる。この野村代数は、Bose-Mesner 代数
に一致することが知られている。この講演では、次の 2 点について話をします。
(1) ある特別な type II 行列を考えて、Bose-Mesner 代数を決定する。
(2) 24次の Hadamard 行列に対する Bose-Mesner 代数を決定する。

松下 昂平（九州大学大学院 数理学府）
タイトル: 変換行列による補間で作成されたアニメーションの特徴づけについて

(On characterization of the animation created by interpolation used a

transform matrix)

概要: コンピュータグラフィックスにおいてオブジェクトの移動を補間してアニメー
ションを作成する方法として，時間 t でパラメータづけされた変換行列に対して，t

を連続的に変化させることで移動を実現する手法がいくつか知られている．しかし，
このような変換行列で実現した変形の良さについて数学的な特徴づけがあまり議論
されていない．本講演では，いくつかの観点から変形の良さについて数学的な定義
を与え，それらの評価について紹介する．

野口 健太（慶應義塾大学）
タイトル: グラフの最小種数埋め込みとその性質

(Minimum genus embeddings of graphs and their characteristics)

概要: 位相幾何学的グラフ理論において，グラフの閉曲面への埋め込みとは，グラ
フG を閉曲面 F 2上に辺の交差なく描くことをいう．Gの埋め込みのうち，最も種
数が小さい閉曲面への埋め込みをGの最小種数埋め込みという．オイラーの公式に
より種数の下界が計算できるのであるが，完全グラフや完全 2部グラフなど代表的
なグラフの族においては，頂点数が小さいときの例外を除いて下界である種数の閉
曲面に埋め込みが実現できることが知られている．最小種数埋め込みの例を構成す
るのには current graph という構造が使われており，とても強力な武器となってい
る．本講演では，current graph から得られるグラフとその埋め込みの性質を紹介
する．



城本 啓介（熊本大学）
タイトル: 有限環上の符号とマトロイド

(Codes over rings and matroids)

概要: We consider a class of generalizations of matroids, called demi-matroids, which

have a duality property. This talk shall give some fundamental results on demi-

matroids including duality theorems, et al., and a construction of demi-matroids

from linear codes over finite quasi-Frobenius rings. Then we apply some results on

demi-matroids to linear codes over these rings and show duality theorems such as a

Wei-type duality of generalized Hamming weights for these codes.

鍛冶 静雄（山口大学）
タイトル: An invitation to Schubert calculus

概要: 「3次元ユークリッド空間内に与えられた、一般の位置にある 4本の直線全
てに交わる直線は何本引けるか？」19世紀後半、H. Schubert はこの種の “数え上
げ幾何” の問題を数多く考察した。その素朴な設定と技巧的な解決手法は、ヒルベ
ルトの第 15問題を通して交叉理論の問題に定式化され、現在は、代数幾何学・トポ
ロジー・組合わせ論・表現論・数理物理 … などの交差点をなす “シューベルトカ
ルキュラス” という分野を形成している。特に組合わせ論とは、対称関数・コクセ
ター群・ヤング図形などを通して深く関連しており、たくさんの問題を提供してい
る。この講演では、トポロジーと組合わせ論との関わりを中心にシューベルトカル
キュラスを紹介する事を目標とする。また、講演者が断念しているいくつかの問題
を提出したいと考えている。


